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胎児エコーで異常嚢胞像を呈した7症例の臨床的検討
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は３例が水腎症，２例が多雲腎，残り２例が，卵巣雲

腫と十二指腸閉鎖であった（表１，２)。
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1991年６月から'995年６月に胎児エコーで腹部異常妻胞像を示し，出生後当院ＮｌＣＵに入院した７症例

を経験した｡'在胎週数は36週２日から39週｜日，出生体重は'4309から33929で，２例が早産児で，そ

のほかの６例は満期産であった。内訳は３例が水腎症，２例が多雲腎，残り２例が，卵巣雲腫と十二指

腸閉鎖であった。これらのうち，水腎症ｌ例，卵巣妻腫，十二指腸閉鎖の計３例が新生児期の外科的治

療を要し，残りの４症例も早期に診断をつけ，経過観察のプログラムを組むことができた。胎児エコー

は先天性疾患を持つ児の出生後の診断，治療に非常に有用と考えられた。
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はじめに

超音波検査機器の普及，画質の向上は，胎児診断に

飛躍的な進歩を与えた。現在，超音波機器は殆どの産

科医院に配備され，胎児管理になくてはならないもの

となっている。それに伴い，胎児期に異常が指摘され

る先天性疾患の数も増え，これらは，生後早期に適切

な治療を加えることで，疾患の予後を改善し得るもの

も多い。

今回我々は，胎児エコーで腹部異常嚢胞像を指摘さ

れ,出生後当院ＮＩＣＵに入院した７症例について検討

したので報告する。

１．対象と方法

対象は，1991年６月から1995年６月に胎児エコーで

腹部異常雲胞像が指摘され,出生後当院ＮＩＣＵに入院

した７症例である。症例の在胎週数は36週２日から３９

週１日，出生体重は1430ｇから33929で，症例３，７

が早産児で，そのほかの６例は満期産ＡＦＤであった。

院外出生が５例で残り２例が院内出生であった。内訳

＜症例ｌ＞

在胎31週に胎児エコーで右腎内に雲胞を指摘され，

出生後ＮＩＣＵに転科となった。児の腹部エコー,逆行

性尿路造影，経静脈腎孟造影より右勝眺尿管逆流（国

際分類gradeV）による右水腎症と診断した（図１ａ

～ｄ)。尿路感染症の予防目的にcefixime3mg/kg/日

の投与を開始し，退院となった。退院後は尿路感染症

を認めず，現在２歳で，勝眺尿管逆流は軽快し，抗生

剤の予防投与を中止している。

＜症例２＞

在胎36週に胎児エコーで左腹部に雲胞を指摘され,

出生後当院ＮＩＣＵに搬送入院となった。児の腹部エコ

ー，経静脈腎孟造影，逆行性尿路造影より，左勝眺尿

管逆流（国際分類gradel）による左水腎症と診断し

た。勝眺尿管逆流は軽度であったため，抗生剤の予防

投薬は行わずに退院となった。１歳11カ月時の腎機能

検査では，軽度の左腎孟拡大が残るが，腎機能の悪化

は認めていない。旭川厚生病院小児科〒O78旭川市１条通24丁目
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